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知財戦略

特許庁デジタル戦略
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知財活用で描く伝統産業の未来
伝統へのリスペクトとイノベーションの両立

他領域の技術を応用した
精製法で高い

光沢感・透明感の漆が誕生

信楽焼の可能性を広げる
「光る洗面器」
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伝統へのリスペクトとイノベーションの両立



日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
、
伝
統
産
業
の
市
場
が
縮
小

し
て
い
る
要
因
は
複
数
あ
る
。
し
か

し
時
代
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
嘆
く
の

で
は
な
く
、
伝
統
産
業
が
培
っ
て
き

た
技
術
や
知
識
を
生
か
し
つ
つ
、
発

想
の
転
換
や
従
来
の
枠
を
超
え
る
事

業
モ
デ
ル
の
構
築
に
よ
っ
て
、
新
た

な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
試
み
が
強

く
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
各
地
で
起
き
て
い
る
、
伝

統
産
業
の
世
界
に
新
し
い
風
を
吹
き

込
む
動
き
の
中
で
、
特
許
権
や
意
匠

権
、
商
標
権
と
い
っ
た
知
財
を
活
用

し
た
取
組
に
も
し
ば
し
ば
出
合
う
こ

と
が
で
き
る
。
今
回
の
「
と
っ
き

ょ
」
64
号
で
は
、
誌
面
の
全
体
を
使

っ
て
、
❶
新
し
い
技
術
や
発
想
の
転

換
で
、
新
機
能
や
付
加
価
値
を
創
造

す
る
❷
他
分
野
へ
の
技
術
転
用
や
、

領
域
横
断
的
な
活
用
❸
ラ
イ
セ
ン

ス
契
約
な
ど
の
仕
組
み
を
活
用
❹

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
、観
光
客
誘
致
・

移
住
促
進
な
ど
の
地
域
資
源
化
❺

海
外
を
は
じ
め
と
す
る
新
市
場
の
開

拓

と
い
っ
た
、
知
財
が
開
く
伝
統

産
業
の
新
し
い
未
来
を
予
感
さ
せ
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
く
。

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
技

術
や
技
法
で
、
日
本
文
化
の
芸
術
性

を
高
め
る
こ
と
や
人
び
と
の
暮
ら
し

を
支
え
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
た
伝

統
産
業
だ
が
、
そ
の
長
期
的
な
衰
退

が
社
会
課
題
と
な
っ
て
久
し
い
。

伝
統
産
業
の
中
核
と
な
る
、
織

物
・
染
色
品
・
漆
器
・
陶
磁
器
・
鉄

器
・
和
紙
・
木
工
品
な
ど
の
「
伝
統

的
工
芸
品
」
※
に
関
す
る
統
計
デ
ー

タ
を
見
る
と
、
１
９
９
８
年
度
か
ら

２
０
１
７
年
度
の
20
年
間
で
、
伝

統
的
工
芸
品
の
生
産
額
合
計
は
約

２
７
８
４
億
円
か
ら
約
９
２
７
億
円

へ
と
お
よ
そ
３
分
の
１
に
減
少
し
、

従
事
者
の
人
数
も
、
約
11
万
４
千

人
か
ら
約
５
万
８
千
人
へ
と
ほ
ぼ

半
減
し
て
い
る
（
Ｐ
３
グ
ラ
フ
参

照
）。
ま
た
、
高
い
技
術
と
豊
富
な

経
験
を
持
っ
た
職
人
の
称
号
で
あ
る

伝
統
工
芸
士
も
、
同
20
年
間
の
推
移

は
４
２
２
９
人
か
ら
４
０
６
０
人
へ

と
漸
減
傾
向
で
、
職
人
の
高
齢
化
に

伴
い
、
そ
の
後
の
減
少
ペ
ー
ス
は
加

速
し
て
い
る
。
た
だ
し
女
性
の
伝
統

工
芸
士
は
同
時
期
に
50
％
以
上
増
加

し
て
お
り（
４
３
０
人
↓
６
６
０
人
）、

今
後
さ
ら
に
活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

伝
統
産
業
の
市
場
規
模
は

長
期
的
に
縮
小
が
続
く

特
許
技
術
や
意
匠・商
標
戦
略
で

伝
統
産
業
に
新
し
い
可
能
性
を

 P.4-5

「光を通すಃ器」の特許技術で、
信ָমの可能性を֦ுする試み

 P.6-7

漆のポテンシャルを引き出す特許技術で、
業界のをえた商品開発

特
集

伝
統
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
両
立

知
財
活
用
で
描
く

伝
統
産
業
の
未
来

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
志
向
す
る
ト
レ
ン
ド
を
背
景
に
日
本
文
化
の
価
値
が

再
認
識
さ
れ
る
か
た
わ
ら
、
伝
統
産
業
の
衰
退
が
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
知
財
を
活
用
し
た
、
業
界
の
枠
を

超
え
る
連
携
や
仲
間
づ
く
り
、
新
規
顧
客
の
獲
得
な
ど
の
事
例
の
中
に
、
新
し
い
伝
統
産
業
の
姿
を
探
る
。

※
伝
統
的
工
芸
品
：「
主
と
し
て
日
常
生
活

の
用
に
供
さ
れ
る
」「
伝
統
的
な
技
術
又

は
技
法
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
」な
ど
５
項

目
の
定
義
を
満
た
し
、「
伝
統
的
工
芸
品

産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
経
済
産
業
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
工

芸
品
。２
０
２
４
年
10
月
17
日
時
点
で

２
４
３
品
目
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
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総務省の「伝統工芸の地域資ݯとしての活用に関する
実態ௐ査」（ྩ4年）では、伝統工芸の産地が直面す
る主要な課題として「需要のݮ少」「後継者の不足」「原
材料・用具等の不足」がڍげられている。これらは୯
独の課題ではなく、それͧれが関係し合っている（需
要のݮ少によって、新たな就業者が৳びむといった
ෛのスパイラル）。もちろん、より広ൣなഎܠとしては、
や日用品、ライフスタイルの༸風化、都市化の進
行にう産業構造のม容など、日本社会が経験してき
た大きなม化がଘ在する。

1  需要の減少
2  後継者の不足
3  原材料・用具等の不足
4  生活様式や価値観の多様化
5  産業構造の変化

 P.15

生分解性プラスチックの最先端の
特許技術と、会津塗の伝統との༥合

 P.8-9／P.16

新機軸で海外進出に挑む南部鉄器や
ࣘֆアクセサリーを支えた商標戦略

 P.11

アイヌ文化の伝統的工芸品の地域団
体商標取得で、ブランド力を強化

画像提供：株式会社ت౻ࠤ代松商店、株式会社岩鋳、二風谷アイヌクラフト事務局、株式会社三義漆器店、漆工芸大下߳仙株式会社

出య：一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会

●伝統的工芸品の生産額・従事者数の推移
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伝統産業が直面する主な課題
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あ
っ
た
の
で
、
滋
賀
県
立
大
学
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
南
政
宏
さ
ん
に
「
世

の
中
に
貢
献
で
き
る
も
の
を
作
り
た
い
」

と
、「
光
る
洗
面
器
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

伝
え
る
と
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し

て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
開
発
は
失
敗
の
連
続
で
し
た
。

約
３
年
間
持
ち
出
し
が
続
き
ま
し
た
が
、

お
付
き
合
い
の
あ
っ
た
大
手
陶
器
メ
ー
カ

１
９
７
５
年
に
自
分
の
窯
を
持
っ
て
以

来
、
信
楽
焼
の
新
し
い
表
現
や
技
術
を
求

め
た
取
組
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
大
き
な
成
果
に
結
実
し
た
の
が
、
透
け

る
陶
器
を
実
現
し
た
滋
賀
県
の
信
楽
窯
業

技
術
試
験
場
の
特
許
技
術
「
信
楽
透
器
」

で
作
っ
た
、「
光
る
洗
面
器
」で
す
。

陶
器
は
光
を
通
す
性
質
を
持
た

な
い
と
い
う
の
が
常
識
。
十
五
年

以
上
前
に
、
信
楽
透
器
を
紹
介
し

た
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
時
は
半
信

半
疑
で
し
た
が
、
実
際
に
信
楽
窯

業
技
術
試
験
場
で
見
せ
て
も
ら
う

と
、
従
来
の
陶
器
の
３
倍
の
透
光

性
で
、
肉
厚
な
状
態
で
も
光
を
通

し
ま
す
。し
か
も
成
形
性
が
良
く
、

他
の
陶
土
を
練
り
込
め
る
な
ど
自

由
度
も
高
い
。
創
作
意
欲
が
刺
激

さ
れ
て
、
す
ぐ
滋
賀
県
に
技
術
使

用
の
許
諾
を
申
請
し
ま
し
た
。
そ

の
頃
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
に
も
関
心
が

日本六古窯の1つで、現在も全国有数の窯業地である滋賀県甲賀市信楽町。
特許技術を活用して開発された、常識を超えた焼き物が注目を集めている。
信楽焼の可能性の拡張に挑み続ける窯元・艸方窯と、
地域の窯元や作家のものづくりを長年支援してきた、
滋賀県工業技術総合センター信楽窯業技術試験場に話を聞いた。

 信楽焼の可能性を広げる
 「光る洗面器」

特許技術の透光性陶土を活用

奥
ㆈ ㆎ

田
ㆠ

芳
㇈ ㆗ ㆲ さ

久さん
艸
㆝う
方
ㆻう
窯
ㆋㆾ
　代表

画家として出発し、26ࡀの時に信ָの名家・Ԟ
田家に入りしてಃ芸の道に進む。1975年に
「ᢲ方༼」を創業し、ֆ付けや金ഩを積極的に用
いるなど信ָমの新しい可能性を୳り続ける。
1999年信ָಃ芸展審査ҕ員特別賞受賞。

特
許
技
術「
信
楽
透
器
」に
出
合
い

幾
多
の
失
敗
を
越
え
て
製
品
開
発

光るಃ器シリーズの最新作。「光と影をデザインする」アート
のྖ域に進化している

特集

1
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ー
の
協
力
も
あ
り
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

研
究
を
続
け
ま
し
た
。
と
に
か
く
徹
底
的

に
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
、
膨
大
な
量
の
メ

モ
を
繰
り
返
し
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
少

し
ず
つ
道
筋
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
あ
る
時
、
思
い
が
け
ず
成
功
。
万
感
胸

に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
光
る
洗
面
器
の
他
、
テ
ー
ブ

ル
ス
タ
ン
ド
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
な
ど

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
価
格
帯
は
数
万
円

か
ら
20
万
円
台
と
高
め
で
す
が
、
熱
心
な

フ
ァ
ン
が
つ
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
信
楽
透
器
」
の
知
財
利
用
は
、
滋
賀
県

産
業
支
援
プ
ラ
ザ
や
、
滋
賀
県
庁
の
モ
ノ

づ
く
り
振
興
課
（
現
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
課
）
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
支

援
プ
ラ
ザ
に
は
、
海
外
販
路
開
拓
や
外
国

出
願
補
助
金
利
用
の
際
に
も
相
談

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。昨
年
、

近
畿
経
済
産
業
局
主
催
の
パ
リ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
際

も
、
特
許
技
術
と
聞
い
て
関
心
を

抱
い
て
も
ら
え
た
様
子
で
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宿
泊
施
設
は
水
回

り
が
暗
く
、「
光
る
洗
面
器
」
と

相
性
が
良
さ
そ
う
な
の
で
、
現
在

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機

構
）
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
Ｃ

Ｅ
マ
ー
ク
（
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
基
準

適
合
マ
ー
ク
）
な
ど
本
格
的
な
Ｐ

Ｒ
の
準
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

私
は
「
伝
統
工
芸
は
革
新
の
連

続
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
、

弟
子
た
ち
に
は
「
陶
器
の
常
識
を
疑
え
」

と
教
え
て
き
ま
し
た
。陶
器
の
面
白
さ
は
、

半
導
体
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
伝
統
工
芸
の

枠
に
収
ま
ら
ず
活
躍
す
る
奥
の
深
さ
に
あ

り
ま
す
。
最
先
端
の
素
材
や
技
術
な
ど
の

知
的
財
産
が
信
楽
焼
の
可
能
性
を
引
き
出

し
て
、
世
の
中
の
役
に
立
つ
新
製
品
が
創

り
出
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
と
て
も
楽
し
み

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。艸方窯

所在地／࣎լ県ߕլ市信ָ町長野925
URL／https://souhougama.com/
創業／1975年

特集　知財でつかみ取る 伝統産業の未来

最
先
端
の
技
術
や
素
材
が
引
き
出
す

信
楽
焼
の
新
た
な
可
能
性
に
期
待

լ県工業技術総合センター࣎
信ָ༼業技術試験場
場長　高ാ྄さん

լ県工業技術総合センター࣎
信ָ༼業技術試験場
専門幹　中島さん

1927年（ত2年）、前身のൣ工場の流れをくみ࣎լ県立༼
業試験場が開設されました。その後վ称を経て、1997年（平成9
年）に࣎լ県工業技術総合センター信ָ༼業技術試験場へとվฤ。
長い歴史の中で、新素材や技術の開発による地域のモノづくり支
援をபに一؏して取り組んできました。「信ָಁ器」（特許第
5352035号）もその1つで、2008年に当時の職員が、光フΝイバ
ーに用いるੴӳガラスなどを原料にࠞͥるアイデアを得て、光を
通すಃ器を開発したのが出発点です。
　特許の実施許（ライセンスܖ約）においては、まずは࣎լ県
の産業振興を目指して県内の事業者の積極的な活用を促しつつ、
県外にマッチングの幅を広げるに当たっても、「信ָಁ器」の商
標を活用したブランディングを意識しています。ᢲ方༼さんはご
自身で土づくりのメιッドも開発されたケースですが、他にも、
ಃ࣓器用೪土の製造・販売事業者さん（実施許の対象）を通し
て土を購入し、信ָಁ器の製品を開発している༼元さんの事例も
ෳ数あります。今後、大きなমき物にదしている信ָমの特徴を
生かして建材に応用する例など、さらに製品のバリエーションが
増えて、信ָのັ力発信につながることが期待されます。
　現在、信ָ༼業技術試験場では、伝統や文化の࠶認識につなが
る「コトづくり支援」にも積極的に取り組んでおり、庁ࣷでも信
ָমのストーリーや世界観を提ࣔしています。モノ・コトづくり
支援と知財が結び付いた地域のັ力のॆ実を、人材育成や定住促
進といった「ヒトづくり支援」にもつなげていきたいですね。
（高ാさん・中島さん）

2022年（ྩ4年）に移సした新庁ࣷでは、֤༼元の信ָಁ器が展
ࣔされている

機となった、信ָಃ芸展審査ܖ成概೦をえる器作りにᬏ進するط
ҕ員特別賞受賞作の大ࡼ

Collaboration

モノ・ヒト・コトづくり支援と知財を結び付けて地域の魅力発信を促進
滋賀県工業技術総合センター信楽窯業技術試験場
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ガラスに漆を塗ったサンプル。写真右が、MR漆®のさらなる進化
を可能にした「ബບટ回分ࢄ法」を用いたಁ明度の高い漆

縮
し
ま
し
た
。
耐
候
性
に
も
優
れ
、
季
節

や
作
業
環
境
の
制
約
が
減
っ
て
活
用
シ
ー

ン
が
広
が
り
ま
す
。
２
０
０
３
年
に
Ｍ
Ｒ

漆
®

で
自
動
車
を
全
面
塗
装
す
る
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
と
こ
ろ
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
ア

パ
レ
ル
や
家
電
な
ど
従
来
の
枠
を
超
え
る

業
界
か
ら
の
引
き
合
い
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

（
佐
藤
さ
ん
）

当
社
の
創
業
は
１
９
２
１
年
。
京
都
の

漆
屋
と
し
て
は
後
発
組
で
、
常
に
新
し
い

分
野
の
開
拓
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
父

（
現
会
長
）
が
３
代
目
社
長
を
務
め
て
い

た
１
９
９
０
年
代
に
は
「
漆
を
科
学
す
る

会
」
を
立
ち
上
げ
、
京
都
市
産
業

技
術
研
究
所
（
以
下
、
産
技
研
）

で
漆
産
業
を
担
当
し
て
い
た
大
藪

泰
さ
ん
の
参
加
を
仰
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
産
技
研
さ
ん
と
密
接

に
連
携
し
、
基
礎
研
究
か
ら
商
品

開
発
ま
で
デ
ー
タ
や
成
果
を
共
有

す
る
体
制
を
築
け
た
の
は
、
当
社

の
大
き
な
強
み
で
す
。

そ
の
成
果
の
一
つ
が
、
産
技
研

さ
ん
の
特
許
を
技
術
移
転
し
て
開

発
し
た
「
Ｍ
Ｒ
漆

®

」。
大
き
な
桶

で
攪
拌
す
る
従
来
の
精
製
法
で
は

な
く
、
三
本
ロ
ー
ル
ミ
ル
を
使
用

し
て
精
製
す
る
こ
と
で
酵
素
の
活

性
低
下
を
防
ぎ
、
乾
燥
時
間
を
短

産
技
研
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
て

漆
の
可
能
性
を
広
げ
る
研
究

̶
̶
 

佐
藤
さ
ん

佐
さ

藤
と う

貴
㆟ ㆉ

彦
ㆲ ㆓

さん

㍿佐藤喜代松商店　代表取締役

大学では農学部で応用ࠛ学を専ژ。߈都市産
業技術研究所・大ᤵହࢯの܆ಃを受けて漆のԞ
ਂさにັせられる。2011年に4代目社長に就任、
漆業界全体に科学的アプローチをਁಁさせるこ
とを目指し、データの共有や、業種のをえ
た提携を積極的に推進。　

伝統文化や技術が息づく京都では、伝統工芸の事業者と公設試験研究機関とのコラボ
レーションが花を咲かせる。「アナログ的なアプローチで継承されてきた漆の技術を、
知的財産として進化させる」ことを旗印にする佐藤喜代松商店に、長年のパートナー
である京都市産業技術研究所と共同開発した新時代の漆について話を聞いた。

他領域の技術を応用した精製法で
高い光沢感・透明感の漆が誕生

漆のポテンシャルを引き出す特許技術を共同開発
特集

2

都市役所本庁ژ
エレベーター扉「ઍ年の光」

ヤノベケンジ
「漆स守ॕೣࠇ」

MR漆®塗りにࣘֆを施した
೩料タンク（ݸ人ଂ）
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都のものづくり文化の継承、発展のژ、都市産業技術研究所はژ　
ため、産業技術にまつわる研究開発支援や事業支援を行っています。
伝統産業の新しい取組を、知的財産権を活用して支援した事例をご
紹介します。（ژ都市産業技術研究所経営企画室主任・ງ๖さん）

❶「ゆうはり」（特許第6847413号）
　第一工業製ༀ株式会社さんとの共同研究で、木材༝来のバイオマ
ス素材であるセルロースナノフΝイバー（CNF）をセラミックス
の成形用バインμーとして活用することに成功し、特許権も取得し
ました。ژম・ਗ਼水মの༼元である株式会社ಃ㫖（とうあん）さん
から相談のあった「Նにも手に取ってもらえる、ಁけ感のあるಃ࣓
器」の開発支援において、この特許の活用も提案。CNFのఴ加に
よる歩ཹまりの大幅な向上も功をし、量産が可能となりました。

❷「京都酵母」（商標登録6372731号、6427666号など）
　当研究所はত30年代からਗ਼ञ߬母の開発・管理・分ৡを続け
ており、世代をえて受け継ぎ、開発してきたのが「ژ都߬母」で
す。੨リンゴ風やバナナ風など日本ञに多࠼な߳ຯを与えられる߬
母が現在5種類あり、ژ都地域ݶ定で分ৡしています。ژ都のଂ元
で生み出される多࠼なຯわいのञをژ都地域の日本ञのブランドと
して確立させようと、「ژ都߬母」のロゴマークも作成し、֤߬母
の名称と共に商標登録のうえ、ブランディングを推進しています。
当研究所のແ形資産の一つの方法をࡧし、成果を上げているプ
ロジェクトです。

COCOOと開発したタンブラー。ت౻ࠤ代松商店が
2014年に上市した100種の৭漆がフル活用されている。

地方独立行政法人ژ都
市産業技術研究所 産
業技術支援センター
製品化・人材育成支援
グループ伝統産業技術
後継者育成担当課長
٦༸一さん

画像提供：株式会社ت౻ࠤ代松商店、地方独立行政法人ژ都市産業技術研究所

特集　知財でつかみ取る 伝統産業の未来特集　知財でつかみ取る 伝統産業の未来

私
は
２
０
１
２
年
に
大
藪
か
ら
漆
産
業

の
担
当
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
漆
の
価
値

を
高
め
る
研
究
を
佐
藤
社
長
と
続
け
る
中

で
生
ま
れ
た
の
が
、
Ｍ
Ｒ
漆

®

を
進
化
さ
せ

た
新
し
い
漆「
黎
明
」で
す
。
Ｍ
Ｒ
漆

®

は
、

漆
中
に
含
ま
れ
る
水
分
を
細
か
く
安
定
分

散
し
て
精
製
す
る
の
で
す
が
、
精
製
に
ノ

ウ
ハ
ウ
を
要
し
、
時
間
も
か
な
り
か
か
る

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

電
池
や
化
粧
品
、
医
薬
品
な
ど
に
使
用
さ

れ
る
「
薄
膜
旋
回
分
散
法
」
の
技
術
を
活

用
し
て
、
品
質
を
維
持
し
つ
つ
作
業
効
率

の
向
上
を
図
っ
た
の
で
す
。
精
製
に
成
功

し
た
漆
は
、
従
来
の
漆
に
比
べ
て
高
い
光

沢
感
・
透
明
感
を
持
つ
の
が
特
徴
で
、
京

都
市
役
所
本
庁
舎
１
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

扉
（
Ｐ
６
メ
イ
ン
写
真
）
な
ど
に
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
い
っ
た
透
明
な
素
材
へ
の
活
用
に
も
期

待
し
て
い
ま
す
。（
産
技
研
・
橘
さ
ん
）

薄
膜
旋
回
分
散
法
を
用
い
た
漆
は
、
産

技
研
さ
ん
と
の
共
同
出
願
で
特
許
権
を
取

得
（
特
許
第
６
４
３
２
０
２
０
号
）
し
ま

し
た
。
京
漆
器
業
界
は
知
財
制
度
へ
の
馴

染
み
が
や
や
薄
い
の
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
パ
ー
ト
ナ
ー
づ
く
り
に
お
い
て
特
許

権
や
商
標
権
を
有
効
活
用
す
る
モ
デ
ル
を

当
社
が
担
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
様
な
領
域
へ
の
展
開
も
重
要
テ
ー
マ

で
、「
漆
×
○
○
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
掲
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
漆

を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
魔
法
瓶
タ
ン
ブ

ラ
ー
を
コ
ラ
ボ
開
発
し
た
合
同
会
社
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
さ
ん
（
北
山
浩
代
表
）
は
、

２
０
２
４
年
11
月
か
ら
当
社
の
一
角
に
事

務
所
を
設
置
す
る
ほ
ど
漆
に
魅
了
さ
れ
て

お
り
、
一
緒
に
大
き
な
成
果
を
生
み
出
し

た
い
で
す
ね
。（
佐
藤
さ
ん
）

「
M
R
漆
®
」を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

高
い
光
沢
感
・
透
明
感
を
生
む

̶
̶
 

産
技
研
・
橘
さ
ん

特
許
権
や
商
標
権
を
活
用
し
て

業
界
の
知
財
意
識
を
高
め
た
い

̶
̶
 

佐
藤
さ
ん

Collaboration

ژ」「ۏのژ」都߬母は、֤߬母にژ
の՚」「ژの࡙」「ژのᘚ」「ژの࿀」と
統一的な命名をしてブランディング

「光を༇しみ、光と༡Ϳ。」というコンセプトで世に出た「Ώうはり」

京都のものづくり文化の支援に特許技術や登録商標も活用

地方独立行政法人　京都市産業技術研究所
Kyoto Municipal Institute of Industrial Technology and Culture

㍿佐藤喜代松商店
所在地／ژ都府ژ都市北۠平野ٶ町
105൪地　URL／https://urusi.co.jp/
設立／1949年（創業1921年）
事業内容／漆ਫ਼製Է販売、漆塗、
漆製品開発販売、漆芸教室運営
従業員数／4人
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ど
う
や
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
？

知
財
戦
略

INTELLECTUAL
PROPERTY 
STRATEGY

知
財
戦
略
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

「
南
部
鉄
器
」の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
人
気
を
博
す
る

株
式
会
社
岩
鋳
の
、
国
内
外
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
支
え
る
知
財
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

株
式
会
社
岩
鋳

Vol.

16

ありがたいことに、弊社をはじめ盛岡の鉄器
業界では、南部鉄器に新しい可能性を感じて
いる若い人材が切磋琢磨して、生き生きと活
躍しています。一般のお客様との交流の増加
も、大きな励みになっていると思います。

代表取締役社長 岩清水 弥生氏

INTERVIEW PROFIL E

株式会社岩鋳
所在地／岩手県盛岡市南仙北
2丁目23-9（本社）
https://iwachu.co.jp/
設立／1962年（創業1902年）
事業概要／南部鐵器工芸品の
製造販売
従業員数／80人

画像提供：株式会社岩鋳 08
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特許庁タイムズ JPO TIMES2025
MARCH

　「INPIT知財総合支援窓口」は独立行政法人工業所
有権情報・研修館（INPIT）が、47都道府県に設置し
ている地域密着型の相談窓口です。中小企業をはじ
めとした企業の皆さまの経営課題解決に向け、自社
のアイデア、技術、デザイン、ブランドなどの“知財”
の面から支援を行います。
　経験豊富な支援担当者が、まずは“経営”と“知的

財産”の課題を把握し、事業・知財戦略の策定助言や、
それらの戦略に合った知財活動の方向性をご提案。
専門性の高い課題などについては、弁理士・弁護士
といった専門家やよろず支援拠点をはじめとする関
係支援機関と連携し、効率的・網羅的に解決を図り
ます。相談は窓口での対面相談に加え、訪問、電話、
メール、WEBでも受け付けています。

知財支援はINPITにおまかせ！
INPIT知財総合支援窓口って？

インピット

0570 –082100（平日 9:00 ～ 17:00）

※全国 47 都道府県に設置されたお近くの窓口におつなぎいたします

INPIT知財総合支援窓口全国共通ナビダイヤル
TEL

https://chizai-portal.inpit.go.jp

INPIT知財総合支援窓口 知財ポータル

WEB

アイデア・出願・事業展開・海外展開 etc.

GO  TO  WEB  

無
料
で

ア
ド
バ
イ
ス

雪国の課題を解決する特殊洗浄技術を知財に！
新技術認定制度への登録も支援！

支援のプロセス
　建設機械のリースや資材運搬などを主業として、作業現場の環境
対策にも取り組んでいる新潟県長岡市の株式会社山高建設。豪雪地
帯である同市発祥の「消雪パイプ」を、特殊な温水高圧洗浄でクリー
ニングする独自技術で注目を集めています。2018年、同社がこの
技術を用いた洗浄サービスを開始するに当たり、サービス名の相談
を新潟県よろず支援拠点にしたところINPIT新潟県知財総合支援窓
口を紹介されたことがきっかけで、支援がスタートしました。
　窓口では、消雪パイプ温水高圧洗浄技術の名称である「リバーサ

ルクリーニング」の商標出願を支援。また、新潟県の建設分野の新
技術を広く情報公開し普及と活用を促す「Made in 新潟（新技術普
及・活用制度）」に申請するために、新潟県工業技術総合研究所と
連携した支援を行いました。さらに、技術の権利化について専門家
を活用した支援を行った結果、特許としての可能性も見いだすこと
ができました。加えて、よろず支援拠点と連携して技術普及のため
の支援も行いました。

I NPI T  REPORT |  VOL .16  | INPITがお手伝いした事例をご紹介

株式会社山高建設
所在地／新潟県長岡市三島新保3211
TEL／0258-41-2500
URL／https://www.yamatakakensetsu.info/
設立年／1968年　業種／建設業
従業員数／15人

PROFILE

［株式会社山高建設］

　自治体へのマーケティング戦略により、消雪パイプ温水高圧洗
浄技術が「Made in 新潟」の登録技術に認定。さらに特許出願お
よび早期審査制度を活用し、早期権利化を実現しました（特許第
6751961号）。また、よろず支援拠点と連携してブランド戦略を進
め、積極的な広報活動を後押ししました。その結果、地元メディア
に多く取り上げられたことで洗浄サービスが周知され、需要を喚起
して売上げが向上しました。

支援の成果

「知財ポータル」の
支援事例はこちら

消雪パイプは長岡市が発祥の地。メ
ンテナンスも「長岡発祥」にしたい
という、社長の強い思いから生まれ
た技術です。当該技術の活用は、地
域社会に寄与する取組であると思い
ます。さまざまな面でご支援させて
いただけたことを光栄に思います。

INPIT新潟県知財総合支援窓口
伊藤里子様より

株式会社山高建設
代表取締役　高野浩様より

「Made in 新潟」の認定登録、商標権、
特許権の取得、また SNSを使った
広告宣伝や加盟店募集の方法などに
おいて、INPIT新潟県知財総合支援
窓口の支援がとても参考になりまし
た。さらに多くの方々に活用してい
ただける技術として発展させるため
に、今後も窓口を活用したいです。

KEYMAN'S VOICE
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特許庁タイムズJPO TIMES 2025
MARCH

TOPICS
特許や意匠、商標など知財にまつわる注目の最新ニュースを、専門家が分かりやすく解説！

今回は、北海道唯一の伝統的工芸品である「二風谷イタ」「二風谷アットゥㇱ」の
地域団体商標取得の背景についてご紹介します。

注目のあの話題を徹底解説!

TOPIC
知財を活用したブランディング強化とプラットフォーム作りを目指す
アイヌ文化の伝統的工芸品「二

ニ ブ タ ニ

風谷イタ」
「二風谷アットゥㇱ」が地域団体商標を取得

イヌの伝統文化が受け継がれている二風谷（北海道沙
さ る

流郡
ぐん

平
びらとり

取町
ちょう

）
の代表的な工芸品「二風谷イタ」（写真左）と「二風谷アットゥㇱ」

（写真右）が、2024年9月と11月に特許庁の地域団体商標に登録された。
　二風谷イタは、浅く平たい形状の木彫りの盆。渦巻の形（モレウノカ）や
棘状の形（アイウㇱノカ）、目のような形（シㇰノカ）などの組み合わせから
アイヌ様式に特有の美しい文様が形作られる。また、文様の隙間を埋める
ように「ラㇺラㇺノカ」というウロコ彫りが施されているところも特徴。
　沙流川流域に古くから伝わる二風谷アットゥㇱは、オヒョウなどの樹
皮の内皮から作った糸を用いて機織りされた反物で、着物や半纏、前掛
け・帯や小物類などに使用される。水に強く通気性に優れ、天然繊維とし
ては類を見ない強靭さと独特の風合いが主な特徴。高度経済成長期の
1960～ 70年代には、土産品として地域の観光産業の隆盛を支えた。

ア

アイヌ工芸の技術や伝統を守ることを目的に、
二風谷民芸組合は「二風谷イタ」「二風谷アッ
トゥㇱ」について経済産業大臣に伝統的工芸
品※の指定申出を行い、2013年3月に北海道で
初めて伝統的工芸品の指定を受けている。今

回新たに取得した地域団体商標は、「地域名」
と「商品（サービス）名」からなる地域ブラン
ドの名称を保護することにより、地域経済の
活性化を図ることを目的として、2006年4月
に導入された制度。

地域団体商標とは？
取得を目指した背景は？

ここが知りたい！QUESTION

※伝統的工芸品：「主として日常生活の用に供される」「伝統的な技術又は技法により製造される」など5項目の定義を満たし、「伝統的工芸品産業の振興に関する法律」に基づき経済産業大臣の指定を受け
た工芸品。2024年10月17日時点で243品目が対象となっている

画像提供：二風谷アイヌクラフト事務局

【地域団体商標取得の背景】
　「平取町アイヌ総合政策推進基本計画」に基づき、現在5つ
の主要プロジェクトが実施されています。その1つ「アイヌ文
化のブランド化推進事業」を進める中で、伝統的工芸品に関
する権利の確保がブランド価値向上において重要だという
思いを強めました。実際に地元の方から「空港の土産品売場
で、他産地のイタが二風谷イタとして販売されている」と情
報が寄せられたこともあります。そこで平取町・二風谷民芸
組合・一般社団法人びらとりウレシパで連携し、地域団体商
標取得という具体的な成果で他産地との差別化を明確にす
ることを目指しました。これにより、工芸家の方々の権利保
護や意識醸成につながっていくことも期待しています。
【商標取得のプロセス】
　企業組合ではなく任意団体である二風谷民芸組合は、地
域団体商標の出願要件を満たせなかったため、コンサルティ
ング会社のアドバイスも参考にして、地域未来投資促進法※

の特例措置を活用することにしました。申請者となった一般
社団法人びらとりウレシパは、「アイヌ工芸品の生産性の向
上及びアイヌ伝統工芸の継承と担い手の育成」を事業目的と
して活動し、二風谷民芸組合員が理事の半分以上を占める

団体です。なお、特例措置は2027年３月に切れるので、権利
移管の手続きが今後必要になり、INPITさんの支援も受け
ながら対応を進めていく予定です。
【今後の展開のイメージ】
　地域団体商標取得という情報を積極的に発信し、ブランド
力を高めていきたいと考えています。ネット販売とともに、
2年前から取り組んでいるふるさと納税返礼品も重要な販
路として成長中ですが、ここでも地域団体商標のマークを活
用していく方針です。本件を含めて平取町は地域団体商標
を4つ登録しており、北海道内の町では最多です。そのため、
知財をどのように管理・運用していくかという基準の設定
やプラットフォーム整備に地域で取り組むことが大切であ
り、今回はその第一歩だと考えています。大ヒット作品『ゴー
ルデンカムイ』の影響などで、アイヌ文化への関心が高まっ
ている追い風の状況を実感していますが、平取町で取り組む
「二風谷アイヌクラフト」プロジェクトや、経済産業省「伝統
的工芸品産業支援事業」の継続活用などで、一過性のブーム
にとどまらないように努めていきたいですね。アイヌの歴史
の雄大な流れと、ビジネスやカルチャーの潮流に的確に対応
するスピード感。2つの時間軸を大切に活動していきます。

国が認める「地域団体商標」取得によって他産地と差別化し、ブランド価値を向上。
アイヌ文化への注目が高まっている状況を継続的なものにしていく取組が重要ANSWER

私が解説します！

1975年横浜生まれ。1998
年に夫婦で平取町に移住
し、平取町新規就農者第一
号として花卉栽培農家を約
20年間経営。その後、観
光協会でDMO（観光地域
づくり法人）を3年間担当
し、2021年から現職。

新
あらい

井 貞
さだのり

則氏

平取町アイヌ工芸伝承館
ウレㇱパ施設長

※地域未来投資促進法：地域の特性を生かした付加価値を創出し、地域経済の活性化につながる「地域経済牽引事業」の促進を目的に2017年7月に施行。地域の事業者は、市町村・都道府県が作成した「基
本計画」に基づき「地域経済牽引事業計画」を作成し、都道府県知事の承認を受けることで、地域未来投資促進法に基づく国・地方公共団体の支援策や優遇措置を活用できる
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コミカルなタッチが特徴で、
マンガも描けるイラストレ
ーターとして広告・書籍・
blogなどで活躍中。自身を
クマのキャラ「パパン」に見
立てて、難しい物事をわか
りやすく伝えるのが得意。
X（旧 Twitter）：@kbst2

イラストレーター

柏
かしわ

原
ばら

昇
しょう

店
てん

さん

「特許庁デジタル戦略202Xって？」
特許庁は2024年11月に特許庁デジタル戦略202Xを発表しました。
その取組が実現に導く便利で快適な未来図について、パパンが取材しました！
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「特許庁デジタル戦略202X」について／
  特許庁HP

詳細はこちらからCheck13



特許庁タイムズ JPO TIMES2025
MARCH

目指せ「リケジョ」！
女子中高生と保護者、教員が対象の
キャリアデザインセミナーを開催1

小学生から大学生までの学生が参加する
「第2回Show and Tell  プレゼンテーションコンテスト」が開催2

　特許庁・INPIT共催で、女子中高生やその保護者、教員を
対象としたキャリアデザインセミナーを開催します。イベン
トタイトルは「女子中高生キャリアデザインセミナー：私の
アイデア、未来のチカラ。」です。第一線で活躍するリケジ
ョ（理系女子）トークセッションなどを通じて、理系進学で
広がる未来のキャリアについてお届けします。

詳細はこちらから
WIPO日本事務所が「第2回Show and Tell プレゼン
テーションコンテスト」を開催／WIPO日本事務所

2025年１月17日、WIPO日本事務所が「第2回
Show and Tell プレゼンテーションコンテスト」
を開催しました。第1回コンテストと同様、小学
生から大学生までの学生（計20人）がイノベーショ
ンやクリエーションについてプレゼンテーション
を実施。「イノベーション・クリエーションの素
晴らしさを、あなたの言葉で」をテーマに、“Show 
and Tell方式”で家族や知人を思う気持ちから生ま
れた発明や、起業の経験、SDGsへの貢献などを
披露しました。幅広い分野から招かれた審査員（特
許庁からは広報室長・富士春奈が出席）が審査し、
金賞・銀賞に加え、オンライン配信の視聴者投票
による一般審査員賞を選出。合計8人の受賞者が
決定しました。後日、WIPO日本事務所ホームペー
ジにて発表会の様子をまとめたアーカイブ動画を
公開予定です。

申込はこちらから
キャリアデザインセミナー申込フォーム／
INPIT

日時 2025年3月26日（水）14時～17時
会場 グラングリーン大阪北館 JAM BASE（ジャムベース）

※オンラインでも開催

「世界知的所有権機関（WIPO）」とは？
多国間における知的財産に関する諸条約の管理や、
国際出願・登録制度の運用、知的財産に関する制度
策定、知的財産分野での途上国支援などを行う、国
際連合の専門機関。

「Show and Tell」とは？
初等・中等教育における、コミュニケーション能力の
向上を目的とした国際的な教育手法。自分にとって大
事なモノなどを大勢の前で発表し伝えることで、発表
する力や、チームワーク、聞く力を養うことができる。

Question

《コンテストの結果》
<小学生の部>
金賞　佐々木大河
「難病の母とずっと手を握りたい僕の挑戦」
銀賞　中嶋みなみ　
「心と体の状態を家族で共有するアプリ『心＆体メーター』」
一般審査員賞　戸島瑛翔
「カラメル嫌いでプリンが苦手な小学生が作った理科の実験を思い出す
『ビーカープリン』」

<中学生の部>
金賞　嘉手納杏果
「発明で切り拓く次の社会への扉」
銀賞　水野舞
「マイヤリングの発明体験に基づくi育活動～世界に届け！子どものidea～」

<高校・大学生の部>
金賞　大山颯真  
「Dayne～ディスレクシアを持つ子供に向けた漢字学習支援ツール～」
銀賞　岡部真央　　「炭素で繋ぐ命の糸」
　　　柴田愛乃助　「ヘルスアップアプリ」

特許庁からのお知らせ
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※本冊子は、グリーン購入法に基づく判断基準を満たす紙を使用しており、「Aランク」のみを用いているため、「紙へのリサイクル可」

［お問い合わせ先］03-3501-6792
（特許庁広報室直通 平日9:00～17:30）
［E-Mailアドレス］PA0270@jpo.go.jp

※バックナンバーも
ご覧になれます

WEB版も
チェック！

発行：2025年３月７日　制作：特許庁広報室

Vol.64

「とっきょ」
アンケート

アンケートにご協力いただいた方には、
次号広報誌（vol.65）を送付いたします。

特許庁の広報誌「とっきょ」に関する
アンケートにご協力ください

福
島
県
の
伝
統
的
工
芸
品
・
会
津
漆

器
の
塗
師
だ
っ
た
初
代
の
創
業
か
ら
今

年
で
90
年
目
を
迎
え
る
株
式
会
社
三
義

漆
器
店
。三
代
目
の
曽
根
佳
弘
社
長
は
、

「
日
用
品
の
お
椀
に
特
化
し
て
個
性
を

打
ち
出
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本

初
の
食
洗
機
対
応
の
漆
器
や
電
子
レ
ン

ジ
で
使
え
る
飽
和
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
（
Ｐ

Ｅ
Ｔ
）
樹
脂
製
漆
器
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
し
た
製
品
開
発

に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま
す
」
と
、
会

社
の
特
徴
を
語
り
ま
す
。

社
内
に
は
部
門
を
横
断
す
る
知
財
活

動
の
委
員
会
を
設
置
。
外
部
の
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
活
用
し
な
が
ら
、
新

製
品
開
発
時
の
特
許
権
や
意
匠
権
の
取

得
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
締
結
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
最
近
で
は
、
福
島
県
が
実
施
し
て
い

る
〈
御
用
聞
き
訪
問
〉
で
、
当
時
東
北

大
学
大
学
院
で
教
授
を
さ
れ
て
い
た
堀

切
川
一
男
先
生
か
ら
、
摩
擦
力
学
に
基

づ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
指
南
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
参
考
に
樹
脂
製
の
パ
ス
タ
専
用

フ
ォ
ー
ク
を
開
発
し
ま
し
た
。
同
行
の

知
財
専
門
家
の
方
々
か
ら
特
許
取
得
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
き
、
新
し
い
知
財
が

生
ま
れ
る
現
場
に
立
ち
会
え
た
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
」

開
発
さ
れ
た
パ
ス
タ
専
用
フ
ォ
ー
ク

は
、
大
手
量
販
店
な
ど
で
採
用
。
特
許

取
得
の
効
果
も
再
認
識
し
た
そ
う
で
す
。

「
独
自
技
術
を
保
護
す
る
こ
と
で
職
人

や
社
員
を
守
れ
ま
す
し
、
価
格
競
争
も

避
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
取
引
相
手

と
し
て
ご
指
名
い
た
だ
く
な
ど
、
競
争

力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
」

福
島
県
出
身
で
国
際
的
に
３
０
０
超

の
特
許
を
保
有
す
る
小
松
技
術
士
事
務

所
（
い
わ
き
市
）
の
小
松
道
男
所
長
と

の
提
携
も
、
特
筆
す
べ
き
成
果
。

「
地
球
の
環
境
危
機
に
関
す
る
小
松
先

生
の
セ
ミ
ナ
ー
を
拝
聴
し
て
強
い
印
象

を
受
け
、
植
物
由
来
で
自
然
に
還
る
生

分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
射
出
成
形
技

術
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

当
社
の
設
備
を
活
用
し
て
量
産
化
が
で

き
る
と
直
観
し
、
小
松
先
生
に
熱
心
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
特
許
技
術
の
ラ
イ
セ

ン
ス
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
」

ラ
イ
セ
ン
ス
さ
れ
た
技
術
を
活
用
し

て
、
土
に
還
る
器
の
「
紫し
す
い
は
い

翠
盃
」
を
開

発
、
販
売
。
先
端
技
術
と
伝
統
の
会
津

塗
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
セ
プ
ト
や
完

成
度
が
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
２
０
年

ド
バ
イ
国
際
博
覧
会
で
日
本
パ
ビ
リ
オ

ン
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
来
場
者
の
記
念
品
な
ど
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ポ
リ
乳

酸
（
Ｐ
Ｌ
Ａ
）
の
射
出
成
形
に
よ
る
薄

肉
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ッ
プ
と
し
て
世
界

最
薄
の
０
．
５
３
㎜
の
コ
ッ
プ
製
造
に

も
成
功
。
会
津
か
ら
地
球
の
環
境
問
題

に
取
り
組
む
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、
新

ブ
ラ
ン
ド
「
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
（
ア
イ

ヅ
ア
ー
ス
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
会
津
漆
器
は
伝
統
産
業
と
呼
ば
れ

ま
す
が
、
そ
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
約

４
３
０
年
前
は
最
先
端
産
業
で
あ
り
、

多
く
の
職
人
が
創
意
工
夫
し
て
い
た
は

ず
で
す
。
当
社
は
会
津
塗
の
伝
統
を
リ

ス
ペ
ク
ト
し
つ
つ
、
個
々
の
工
程
を
深

掘
り
し
た
り
、
他
分
野
の
技
術
を
組
み

合
わ
せ
た
り
し
て
得
ら
れ
る
多
様
な
ア

イ
デ
ア
を
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉

と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

2024年1月、特許庁は福島県
及び公益財団法人福島イノ
ベーション・コースト構想推
進機構と、知的財産の保護及
び活用に関する連携協定を締
結しました。知財で福島の新
しい時代を切り開く企業やプ
ロジェクトを紹介します。

時代が求める「器」を探究して

知財の力で新しい価値創造を続ける

曽根社長（左）と小松技術
士事務所の小松所長（右）。
脱プラスチック容器「IZ 
EARTH」は菓子容器（下）
や飲料カップなどへの展開
が可能。環境省の補助金を
活用して工場も完成し、本
格的な展開が始まっている

左がパスタ専用フォーク（特許第6232173号）。二股にな
った先端の内側がえぐれた構造で、麺の摩擦が加わるこ
とで絡みやすくなる。右が「紫翠盃」。山の木々の美しい
様子を表す「紫幹翠葉」からネーミング

企業ファイル

知財が創る未来

　当社は、その時代の生活者がお椀に望む
機能やかたちを常に追求してきました。そ
れが、綺麗なお椀の持ち方が自然に身に付
く「しつけ椀」（写真）や、美しい木肌を求
めるニーズに応えた「メープルシリーズ」
（2012年度グッドデザイン賞）です。米国
市場進出の際は、安価な競合製品と差別化
するため、「塗り」の高付加価値化が求めら
れました。東日本大震災の時、避難所では

水が不足して食器の洗
浄が課題となった経験
を参考に、少量の水で
も洗える撥水機能を持
った漆器を構想。大手
塗料メーカーとの共同開発で3年間の試行
錯誤の末、撥水コートで汚れや油を弾く
合成漆器「ラクピカ」の開発に成功し、現
在では主力商品の一つです。（曽根さん）

画像提供：株式会社三義漆器店

固定観念を持たず、時代のニーズに耳を傾けて製品を開発

POINT

FILE #04

㍿   三義漆器店

★

代表取締役／曽根佳弘
住所／福島県会津若松市門田町
大字一ノ堰字土手外1998-3
従業員数／86人（2025年1月現在）
URL／https://www.owanya.com/
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古
く
は
奈
良
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
て

い
る
、日
本
独
自
の
装
飾
技
法
・
蒔
絵
。

漆
で
模
様
を
描
い
た
漆
器
な
ど
の
表
面

に
金
銀
錫
粉
を
蒔
き
つ
け
て
付
着
さ
せ

る
技
法
が
特
徴
で
す
。
食
器
や
家
具
を

は
じ
め
、
美
術
工
芸
品
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
今
回
紹
介
す
る

の
は
、
こ
の
蒔
絵
や
螺
鈿
と
い
っ
た
伝

統
技
法
を
現
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
施

し
た
「
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｃ
Ｋ
ｏ
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
。１
８
９
４（
明
治
27
）

年
の
創
業
以
来
、
石
川
県
加
賀
市
で

代
々
蒔
絵
を
作
り
伝
え
る
漆
工
芸
大
下

香
仙
工
房
が
手
掛
け
て
い
ま
す
。

花
鳥
風
月
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
日

本
の
伝
統
模
様
と
は
異
な
る
、
東
洋
と

西
洋
が
混
在
し
た
独
創
的
な
モ
チ
ー
フ

を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
。

「
先
代
の
頃
ま
で
は
、
茶
器
や
棗な
つ
めと

い

っ
た
茶
道
具
へ
の
装
飾
を
主
な
生
業
と

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
移

り
変
わ
り
と
と
も
に
茶
道
具
の
売
れ
行

き
が
落
ち
て
き
た
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
を

作
り
製
造
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
う

こ
と
で
新
た
な
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
、
現
代
表
の
５
代
目
大
下

香
征
（
正
之
）
さ
ん
。

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
は
工
房
初
の
試

み
。試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
金
具
加
工
専
門
の
工
房
の
方
と
試
作

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
手
探
り
で
使
用

感
の
い
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
制
作
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
当
初
は
百
貨
店
で

販
売
し
て
も
、
お
客
様
の
『
蒔
絵
』
の

イ
メ
ー
ジ
が
古
色
蒼
然
た
る
も
の
で
、

関
心
を
持
つ
人
が
い
て
も
な
か
な
か
購

入
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
現
代

の
着
こ
な
し
に
合
わ
せ
て
相
性
の
い
い

柄
や
色
味
を
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」

ブ
ラ
ン
ド
名
は
「
古
典
的
、
一
流
、

時
代
に
左
右
さ
れ
な
い
」
な
ど
の
意
味

を
持
つ
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｃ
に
、
雅
号

の
「
Ｋ
ｏ
」
を
合
わ
せ
た
も
の
。
当
初

考
え
て
い
た
名
称
が
他
社
と
重
複
し
て

い
た
た
め
、
Ｊ
‐
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
Ｐ
ａ
ｔ
な

ど
知
財
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
詳
細
な

調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
今
の
名
称
に

落
ち
着
き
ま
し
た
。
知
財
の
重
要
性
を

実
感
し
た
香
征
さ
ん
は
、
石
川
県
産
業

創
出
支
援
機
構
や
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
石
川
県

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
助
言
も
受
け
、

２
０
１
６
年
に
商
標
権
を
取
得
。
中
国

へ
の
展
開
を
見
据
え
、
21
年
に
は
中
国

で
も
商
標
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

国
内
に
加
え
て
海
外
の
お
客
様
か
ら

の
購
入
も
多
い
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｃ  

Ｋ
ｏ
。

「
も
ち
ろ
ん
伝
統
的
な
日
本
の
意
匠
を

好
む
外
国
の
方
も
い
ま
す
が
、『
今
の

日
本
人
が
い
い
と
思
う
も
の
』
を
欲
し

い
と
い
う
方
が
多
い
。
そ
う
し
た
層
に

響
い
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と

香
征
さ
ん
は
手
応
え
を
語
り
ま
す
。

「
伝
統
工
芸
的
な
も
の
を
好
む
コ
ア
な

人
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
人
に
響
く
作

品
を
作
り
、
届
け
る
こ
と
が
大
切
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
蒔
絵
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
制
作
・
販
売
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
角

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
関
わ
り
の
あ
る

人
（
交
流
人
口
）
を
増
や
す
試
み
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」

伝
統
技
法
を
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に

５
代
目
蒔
絵
師
の
挑
戦

社
会
で
日
々
生
ま
れ
る
問
題
や

ニ
ー
ズ
の
解
決
に
は
、

実
は
多
く
の
知
財
が
貢
献
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
未
来
を
切
り
開
く

グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
を
セ
レ
ク
ト
し
ま
し
た
。

漆工芸大下香仙㍿   
ʦCOMPANYʧ  ʦ1RODUCTʧ

蒔絵・螺鈿細工のアクセサリー

「Classic Ko」
初代・大下雪߳による創業以来、約130年にわたり加լࣘֆを作り伝
える漆工芸大下߳仙工のアクセサリーブランド。ࣘֆ・ཐᭌなどの
伝統技法で表現された、現代的ながらも、クラシカルな気品ඬう東༸
と༸がࠞ在したモチーフが特徴。イヤリング、ネックレス、指ྠ、
ブローチなどを手掛ける。

漆工芸大下香仙株式会社
所在地／ੴ川県加լ市二子௩町103-2

URL／http://www.classic-ko.jp

創業／1894年（2022年法人化）
業種／製造業
従業員数／̐人（2025年1月末）
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